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個性豊かで、なめらかな美肌に仕上がる、微粒子粉体塗料「ビリューシア®」。
揮発性有機溶剤を含まない粉体塗料は、人にも環境にもやさしいペイント。ところが粒子が大きく、塗装面が凹凸になるのが悩みでした。
それを解決したのが、微粒子粉体塗料「ビリューシア®」。溶剤塗料にも匹敵するなめらかな仕上がりのうえ、必要な色を必要な量だけ
調色できる「粉体調色システム」により、あらゆる色のニーズに短期間で対応。環境にやさしい粉体塗料の活躍の場を広げています。
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平成 26 年度サポイン採択テーマ「泡と微生物を利用した

VOC 高効率補修・高分解塗装ブース」の開発について
統括代表研究者　田辺　直 *

日本パウダーコーティング協同組合事務局

環境に関する基礎知識

*（有）田辺塗工所　代表取締役

１．はじめに
　中小企業ものづくり高度化法（サポイン）は平成
18 年４月 26 日に「中小企業ものづくり基盤技術の高
度化に関する法律」が公布され、同年６月 18 日に施
行されました。このときは特定ものづくり基盤技術と
しては 20 技術で塗装は入っていませんでした。
　その後、関係者の努力で平成 24 年 2 月 24 日経済産
業省のホームページに、中小企業ものづくり高度化法
に基づく塗装に係る指針（案）についてパブリックコ
メントの募集の方法及び塗装技術に係る中小企業の特
定ものづくり基盤技術の高度化同年に関する指針が公
表され、同年４月 12 日付で冷凍空調と共に塗装が官
報告示され合計 22 分野となりました。
　特定ものづくり基盤技術「塗装」の１年目では身近
な所で IPCO（国際工業塗装高度化推進会議）で環境
技術分科会会長をされてます窪井要氏が社長の（有）
久保井塗装工業所において『放熱特性を向上させる周
期的凸凹構造を持つ立体塗装技術の開発』の題目で採
択を受けられ３年後の平成 27 年３月に終了されまし
た。
　平成 26 年度の募集からは 22 の基盤技術が整理され
て 12 技術になり、塗装は「表面処理に係る技術」の
中に組み込まれることになりました。12 技術となっ
た最初の年に今回報告致します（有）田辺塗工所（田
辺 直社長）において『VOC 排出量減と塗装コスト削
減を同時に実現する「泡と微生物を利用した VOC 高
効率補修・高分解塗装ブース」の開発』の題目で採択
を受けられ、本年度は最終年度を迎えています。
　その後、平成 27 年度には一回目のサポインを終了
された（有）久保井塗装工業所が『サブ μm の機能表
面を形成し抗菌性能を最適化する塗装技術の開発』の
題目で二回目の採択を受けられました。
　また本年度（平成 28 年度）は（株）ヒバラコーポレー
ション（小田倉 久視社長）が日本パウダーコーティ
ング協同組合会員企業において初めて『IoT 活用によ
る遠隔地多品種少量生産対応型塗 装システムの開発』
の題目で採択を受けられました。
　今回はアドバイザーとして参画した（有）田辺塗工
所の『VOC 排出量減と塗装コスト削減を同時に実現
する「泡と微生物を利用した VOC 高効率補修・高分
解塗装ブース」の開発』についてサポインの実施例と
してサポイン３年目の途中段階ではあるが経過も含め
て報告します。

２．（有）田辺塗工所におけるサポイン事業の
体制等について

①実施時期：平成 26 年９月～平成 29 年３月（本年度
は最終の３年目）

②事業管理機関及び代表者
事業管理機関；公益財団法人新潟市産業振興財団
総括研究代表者；（有）田辺塗工所　田辺 直
副総括研究代表者；学校法人新潟工科大学教授　竹

園 惠
③研究開発体制

監督官庁：経済産業省　関東経済産業局
事業管理機関：公益財団法人新潟市産業振興財団
研究実施機関：	（有）田辺塗工所、（株）吉田工業、

津島屋鐡工所
研究実施機関：学校法人新潟工科大学
アドバイザー：	アネスト岩田（株）、パーカ－エン

ジニアリング（株）、東和酵素（株）、
日本塗装機械工業会、日本パウダー
コーティング協同組合

* アドバイザーの役割は製品の市場適合性向上に向
けた助言等である。

３．研究開発の概要
　研究開発の概要としては図１を参照いただきたい。

４．研究開発の目標と全体のスケジュール
　研究開発の目標はメラミン樹脂塗料で、①塗料ミス
ト塵埃排出率を 80％以上削減（従来捕集率 97％⇒目
標捕集率 99.5％）② VOC 排出率を 50％以上削減 ③
ランニングコストは自社工場におけるメンテナンス費
+ 消費電力で 1/2 以下（従来 85 万円 / 年⇒目標 35 万
円 / 年）
　また、粉体塗料で塗料塗着効率を 20％向上（従来
塗着率 60％⇒目標塗着率 80％）とした。
　全体のスケジュールは平成 26 年９月から平成 29 年
３月までで、現在最終の３年目の半ばを迎えている。

（図２参照）

４．研究開発結果報告
（1）	塗料ミスト・塵埃・VOC を効率的に捕集する泡

の生成条件と破壊手法の検討
①泡の生成条件の検討
　目的は泡生成をコントロールするために各種条件と
泡生成の関係性を明らかにすることで、これまでにレ
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図１　研究開発の概要図

図２　開発のスケジュール

プリカ用泡ブースを使用して、泡発生器により一様な
泡が連続して生成する条件、異なるサイズや量の泡が
生成する条件について検討を行ってきた。この結果細
かい均一な泡の条件を見出すことができた。
②泡による塗料ミスト・塵埃・VOC 捕集能力の把握
　目的は泡による塗料ミスト・塵埃・VOC の捕集能
力を明らかにすることで、その結果レプリカ用泡ブー
スにおける塗料ミスト・塵埃の捕集率について従来よ
り高い捕集率を実現できた。今後は泡による VOC 吸
収性能の測定が行なわれる予定である。

③泡の破壊方法の検討
　目的は消泡性の高い消泡装置の設計で、消泡装置の
設計条件と消泡後の泡密度の関係の把握を改良レプリ
カ用泡ブースで行ない運転条件を見定めている。

（2）	泡発生器、スクリーン、移送機構、消泡機、VOC
処理槽設計技術の開発

　①泡発生器については最適な泡の効率的な生成を実
現することを目的として形状改善を図る、②スクリー
ンについては均一な泡を流下させるためスクリーン形
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粉体塗料・塗装の総合専門書として長きにわたり、多くの方々にご愛読いた

だいております『粉体塗装技術要覧』の改訂版が 2013年 12月、日本パウダー

コーティング協同組合（JAPCA）監修のもと、満を持しての発刊となりました。

今回、粉体塗料・塗装機・（前処理を含む）塗装工程のすべての内容を刷新。既

に粉体塗装を手がけられている方はもちろんのこと、これから導入をご検討さ

れる方にも、必ずやお役に立つことでしょう！ 

ＮＥＷ 粉体塗料・塗装の専門家が集結！ 改訂第４版はここが違う！！ 
①国内外の塗料メーカーの粉体塗料製品について、多数の情報を紹介 

②各種粉体塗料の塗膜性能について、被塗装物ごとの最新耐久データ表を収録 

③粉体塗装用のハンドガンユニット・ブースから乾燥炉まで各社の最新製品を掲載 
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改 訂 

第 4版 発刊！ 

状の改善について検討する、③移送器については泡を
効率的に消泡機へ導くために移送手法、経路の見直し
を行う、④消泡機については消泡機の形状、設置数、
設置位置の最適化により泡を効率的に破壊する検討を
行う、⑤ VOC 処理槽（図３）については VOC 分解
微生物の最適な生育環境を実現する形状、条件を検討
し設計・製造を行う。

（3） （2）の開発機器と上下圧送構造を用いた試作機開
発と実使用環境下での性能評価

①試作機の開発
　（有）田辺塗工所内に試作機（ライン）を設置し、
実作業試験・運転を行い、各工程及びその組み合わ

せについての検証及び各機器へのフィードバックを
行っている。
②評価試験の実施
　実使用環境下での性能評価を実施した結果、これま
でに消費電力について、従来ブースと比べ大きな削減
効果があることがわかった。

５．今後（28 年度末まで）
① VOC 処理にかかる消費電力やメンテナンス費の確

認を行いながら、更なるランニングコストの削減
を行って行く。

② VOC・塗料ミスト・塵埃捕集率・VOC 分解率の測定。
③ ユーザーにおいてデモ機の実使用をしていただく

ことにより、実使用環境下での性能評価の実施。
④ 販路開拓（デモ機での実使用テスト、商品 PR 等）

６．おわりに
　この研究開発については、サポイン残り約半年間で

「５．今後」にもあるような各種データ取り、更なる
評価、販路開拓がなされる予定です。この研究開発に
取り組まれている方々の最後のひと踏ん張りを期待致
します。
　また、今回この研究開発のアドバイザーとして参画
した経験も踏まえ、今後サポインの採択を受けられた
企業の参考になればと三年目の途中でありましたが掲
載させていただくことにしたことを付け加えて終わり
と致します。

図３　現在の VOC 処理槽




